
北海道フェンシング協会の練習会、教室、クラブ等の活動再開に関しての指針 ver.1 

(2020年6月14日) 

 

本指針は2020年6月12日の北海道の現状に応じて作成されたものであり、状況によっ

ては不適切な行動になる場合や変更が必要に生じる可能性があることをご了承くださ

い。 

 

１． 新型コロナウイルス感染症について 

① 新型コロナウイルス感染症は潜伏期間が比較的長いので感染経路がわかりに

くい場合があります。一方で、感染経路がわかった場合は感染拡大防止など

多くのことに役立ちます。 

② 新型コロナウイルス感染症は軽症や無症状の場合があり、風邪などとの区別も

難しい場合があります。 

③ 新型コロナウイルス感染症は症状出現の数日前から感染力があるとされてい

るので、いままで無症状であっても感染しており他者を感染させてしまうリスク

があります。この様な感染経路も防ぐ行動が求められます。 

④ コロナウイルス感染症に発症してから2週間は症状がなくとも他者へ感染する

可能性があり、それを防ぐ行動を求められます。 

⑤ コロナウイルス感染の拡大を防ぐ方法に効果があると考えられています。 

 

これら特徴を踏まえると、『自分が感染している可能性があり、他人も感染している可能

性がある』という前提での行動が必要になります。また、フェンシングの競技に関連した

感染かどうかにかかわらず、スポーツマンとして、感染した者に対する憶測や差別的な

発言や行動は厳に慎み、正しく感染拡大を防ぎながら活動することを期待します。 

 

２．練習再開時期について 

練習会、教室、クラブ等(以下、「練習会等」という。) の練習再開の時期や中止の判断

については、日本フェンシング協会の留意点、行政の指針、それぞれの地域のスポー

ツ協会、使用施設の指針などを順守した活動ができるかどうかをそれぞれの練習会等

で判断し、開始時期を協会にお知らせください。 

高等学校の部活動等の状況については、北海道フェンシング協会(以下、「協会」とい

う。) への報告義務はありませんが、北海道全体の選手の練習状況を把握するために

協会に活動状況を知らせて頂きたく存じます。 

 

３．感染対策について 

以下に具体的な感染対策を記しますが、使用施設内のみではなく、施設への移動や

退出後も感染対策を考えて行動してください。また、具体的な内容については行政や

使用施設のガイドラインおよび日本フェンシング協会のお知らせなどとの整合性をは

かり最も適切と考えられる対策を実施ください。 

 

感染対策はおもに練習前に行う『自分が感染している可能性が低いことの確認や感

染している可能性がある場合の行動』と練習中や練習後の『自分や他者が感染してい

る前提での感染拡大の予防』の2つからなります。 



 

『自分が感染している可能性が低いことの確認や感染している可能性がある場合の行

動』（練習前） 

感染している可能性が低いことの確認として以下の症状がある場合や過去２週間以内

に以下の事項にあてはまる場合は練習に参加しないでください。 

・平熱を超える発熱、咳（せき）、のどの痛みなど風邪の症状 

・だるさ（倦怠感（けんたいかん）、息苦しさ（呼吸困難） 

・嗅覚や味覚の異常 

・体が重く感じる、疲れやすい等 

・新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触 

・同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる 

・政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域 

等への渡航または当該在住者との濃厚接触  

 

『自分や他者が感染している前提での感染拡大の予防』 

(練習中) 

指導者は参加者(選手やその保護者など)の記録を行い保存(1月間以上)し、同意書な

どが必要な施設においてはそれを取得する。 

使用施設に入場後と退出時に手洗いか手指消毒を行い、それ以外にもこまめな手洗

いや手指消毒を心がけること。 

マスクとタオルを持参して、施設内外の移動時など運動を行っていない時はマスクを

着用する。運動時にマスクを着用するかどうかは指導者と相談してください。タオルは

自分専用として共用はしない。 

他の者との距離（できるだけ2ｍ以上）をなるべく確保する。ミーティング等も、距離を確

保しなるべく短時間で済ませる。 

大きな声での会話をなるべく避け、応援はしない。 

※)指導者は日本フェンシング協会：新型コロナウイルス(COVID-19)感染対策トレーニ

ング活動再開に向けた留意点や使用施設の指針などを考慮して練習内容を決め

る。 

(練習後) 

練習後2週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は練習会等の指導者

に速やかに状況を報告して感染拡大防止に努める。その後の練習会等の参加につい

ては医療機関の指導に従う。 
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